都市減災研究センター　2010年度第1回運営委員会議事録(案)
日時：2010年5月10日（月）10：00～12：00

場所：新宿校舎第5会議室（21階）
出席者：久田、近藤、小野里、後藤(治)、大橋、小林(光)、阿部、水野、浅谷、佐藤、市川、山下て、村上、久保、吉田（順不同）
配付資料
　・都市減災研究センター　2010年度第1回運営委員会議事次第など
　・平成22年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業構想調書の概要
　・2010年度研究計画（1.2、2.1、2.2、3、4.1、4.2）
　・平成22年度研究設備整備計画調書（高軸力載荷型加力設備、大変形水平加力設備）
議事：
(1)研究体制・メンバーの確認
　・新規追加メンバーを確認
学外研究者：小課題4.2　米盛（→予算上の措置などについて再確認）
　　　学内研究協力者：小課題2.1　西川
　・研究者は年に1本査読付き論文を発表
(2)各テーマ・小課題の確認
　各小課題のリーダーより、今年度の研究計画を報告
　・テーマ間で関連する情報を共有するようにする。
(3)平成22年度研究設備の整備に係る計画調書
　・近藤・小野里より高軸力載荷型加力設備、久田より大変形水平加力設備の計画調書について報告。なお、大変形水平加力設備については、予算が大きく下回ったため、機能面について見直しを行い、再度見積もりを依頼しているところ。
　・研究拠点の形成に向け、研究設備の外部公開や管理運営体制について今後検討していく必要がある。
(4)研究費の予算配分
　・一人あたりの予算配分ではなく、テーマごとに予算配分を行う。次回会議では、各テーマで必要な予算案を持ち寄り、各テーマの予算を審議する。
(5)今年度の報告会について
　・報告会は各テーマが1回分を担当して全5回、最終報告会を1回、の計6回実施する。9月頃から開始する。
・報告会では、前半を全体打ち合わせ、後半を各テーマの報告とする。
(6)外部評価委員について
　・外部評価委員は、外部2名（福和先生、翠川先生、坂本先生、関澤先生、中林先生、行岡先生などの案）、学内2名（小野先生、野澤先生などの案）、の計4名で構成する。次回会議では、外部評価委員について審議する。
　・構想調書では、外部評価委員による外部評価は1年目・3年目・5年目としたが、文科省による評価が3年目と5年目に実施されることから、外部評価委員による外部評価の実施時期を再検討する意見があった。
(7)HPについて
　構想調書などに基づいて、HPを全体的に見直しする。
　・トップページの充実（最新ニュースなど）
　・可能な限り図表を多用、ページ構成・インタフェースの改善
　・学内外の研究者・研究協力者が会議資料などを入手できる仕組みを構築（共通ID・PWDの発行など）→情報科学研究教育センターに相談
　・協力機関、研究協力者の所属などを再確認。各担当者へ確認を依頼し、確認がとれないものは今回掲載しない。
　　　大学→大学名・学部を記載
　　　企業→企業名を記載
　　　研究機関→研究機関名を記載
　・研究協力者については学内、学外を区別する
　・研究協力者名については五十音順にならべるなどの配慮が必要
　・広報担当者を教員から選定する。HP掲載などの具体的作業は学生アルバイトが行う。
　・広報部へ本プロジェクトが採択されたことを伝え、ホームページへの掲示を連絡。
(8)11号館の部屋割り・表札について
　・11号館の部屋割り・表札について再確認する
　　なお、11-363室の浅谷先生・水野先生は11-362室へ移動。11-363室の表札名称の変更が意見としてあった。
　・表札には、責任者がわかるように表示する（責任者には赤丸をつけるなどで対応）
　・水野準教授を修正→水野准教授
(9)第2回会議日程
2010年6月21日（月）10時から開催。場所は追って連絡あり。
記録：村上、久保
以上
